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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑処理された熱可塑性ポリマーを製造するための方法であって、少なくとも１種の潤
滑剤をポリマー重合過程の最中、溶融状態のポリマーに投入するステップを含み、前記潤
滑剤がパラフィン、脂肪酸及び脂肪酸金属塩の混合物であり、前記熱可塑性ポリマーがポ
リアミドであり、前記方法は、加圧蒸留ステップ及び減圧ステップを含み、前記潤滑剤が
前記加圧蒸留ステップの後で投入されることを特徴とする、該方法。
【請求項２】
　前記パラフィンの炭素原子の平均数が２０～５００であることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記潤滑剤が前記ポリマー重量に対して、０．１～５重量％であることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法がフィニッシング装置を用いることを含むフィニッシングステップを更に含み
、前記フィニッシング装置は、入口及び出口を備え、前記潤滑剤の投入は、前記フィニッ
シング装置において前記装置が終了する前に行われることを特徴とする請求項１～３いず
れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記潤滑剤が前記減圧ステップ後に投入されることを特徴とする請求項４に記載の方法
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【請求項６】
　減圧ステップがフラッシャーを通過することによって行われ、前記フラッシャーは入口
を有し、前記潤滑剤が該フラッシャーの入口で投入されることを特徴とする請求項４に記
載の方法。
【請求項７】
　前記潤滑剤がフィニッシング装置の入口又は出口で投入されることを特徴とする請求項
４に記載の方法。
【請求項８】
　前記潤滑剤投入時に、前記ポリマーが再溶融ステップを経ていないことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は潤滑処理された熱可塑性ポリマー、特に潤滑処理されたポリアミドを製造する
方法に関する。
【０００２】
　本発明はより詳細には、ポリマーの重合過程の最中に溶融状態のポリマーに少なくとも
１種の潤滑剤を投入したことによる、潤滑処理された熱可塑性ポリマー、特に潤滑処理さ
れたポリアミドを製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　熱可塑性ポリマー、特にポリアミドは、重要な工業及び商業の対象となるポリマーであ
る。特に熱可塑性ポリマーアミドは、２つの異なるモノマー間の反応、又は単一のモノマ
ーの重縮合のいずれかによって得られる。一方で、本発明は２つの異なるモノマーから誘
導されるポリアミドに適用され、ポリヘキサメチレンアジパミドを最も主要なポリアミド
とする。また一方で、本発明は単一モノマーから誘導されるポリアミドに適用される、ポ
リカプロラクタムを最も主要なポリアミドとする。
【０００４】
　ポリマー、特にポリアミドタイプの製造は、モノマーから出発する重縮合によって主に
行われ、一般的には高温高圧でモノマーの水性溶液を加熱することによって行われる。
【０００５】
　従って、製造されるポリマー、特にポリアミドは、主に溶融状態で、その後は一般的に
粒子状に形成される。
【０００６】
　その後、これらの粒子は、多数の応用に使用され、特に糸、繊維、若しくはフィラメン
トの製造目的、又は成形、射出成形若しくは押し出し成形による物体成形目的で使用され
る。これらの粒子は、プラスチック工学の分野、一般的には配合ステップの後で使用する
ことができる。これらの粒子は、成形物体等の物体に確実に成形するために、及び配合す
るために、一般的に再溶融される。
【０００７】
　ポリアミドは、こうした成形操作中及び配合操作中に溶融した状態で操作されるが、そ
の操作は常に容易とは限らない。実際に、ポリアミドは溶融状態で粘度が高い可能性があ
り、そして該ポリアミドを投入する設備の表面に部分的に接着する可能性があり、このこ
とが問題となっている。
【０００８】
　前記問題点を克服するために、ポリマー、特にポリアミドに潤滑剤を添加することが知
られている。
【０００９】
　潤滑剤を投入するための、ある方法が知られており、該方法はポリマー粒子状に潤滑剤
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を付着させることから成る。その後粒子は成形するために再溶融される。前記方法は複雑
であり、潤滑処理されたポリマーを製造する方法において、前記粒子上に潤滑剤を付着さ
せる補助ステップを伴い、相当なコストを発生させる。
【００１０】
　潤滑剤を投入する別の方法では、ポリマー粒子を再溶融させて潤滑剤を溶融ポリマー中
に添加することにより、配合ステップ中に潤滑剤を投入することから成る。この方法では
、ポリマーを再溶融させるステップを伴うため、複雑である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、上述した欠点を示すことのない、単純で経済的な方法を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的のために、本発明では、潤滑処理された熱可塑性ポリマー、特に潤滑処理され
たポリアミドを製造するための方法を提案し、ここで少なくとも１種の潤滑剤はポリマー
の重合過程の最中に溶融した状態のポリマーに投入される。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　用語「ポリマー」は、ポリマー又はプレポリマーを意味する。該用語にはモノマーは含
まれない。
【００１４】
　例示的な意味で記述するが、本発明に関する文脈上で適切な熱可塑性（コ）ポリマーと
して、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリアルキレンオキサイド、ポリオキシアルキレ
ン、ポリハロアルキレン、ポリアルキレンフタレート若しくはポリアルキレンテレフタレ
ート、ポリフェニル若しくはポリフェニレン、ポリフェニレンオキサイド若しくはポリフ
ェニレンスルフィド、ポリビニルアセテート、ポリビニルアルコール、ポリビニルハロゲ
ン化物、ポリビニリデンハロゲン化物、ニトリルポリビニル、ポリアミド、ポリイミド、
ポリカーボネート、アクリル酸ポリマー若しくはメタクリル酸ポリマー、ポリアクリレー
ト若しくはポリメタクリレート、セルロース等の天然ポリマー及びそれらの誘導体、合成
エラストマー等の合成ポリマー、若しくは前述したポリマー中に含まれる任意の１つのモ
ノマーと同一の少なくとも１つのモノマーを含む熱可塑性コポリマー、及びこれら全ての
（コ）ポリマーのブレンド並びに／又はアロイが挙げられる。
【００１５】
　他の好ましい本発明の熱可塑性ポリマーとして：脂肪族ポリアミド；半芳香族ポリアミ
ド；及び、より一般的には、二価酸で飽和した脂肪族若しくは芳香族と、１級ジアミンで
飽和した芳香族若しくは脂肪族との間での重縮合によって得られる直鎖状のポリアミド；
ラクタム若しくはアミノ酸の縮合によって得られるポリアミド；又はこれらの様々なモノ
マーの混合物の縮合によって得られる直鎖状ポリアミド；等の半晶質若しくは非晶質のポ
リアミドが挙げられる。
【００１６】
　より具体的には、例えば、これらのコポリアミドは、ポリヘキサメチレンアジパミド、
商標名ＡＭＯＤＥＬの下で販売されているポリアミド等のテレフタル酸及び／若しくはイ
ソフタル酸から得られるポリフタルアミド、又はアジピン酸、ヘキサメチレンジアミン及
びカプロラクタムから得られるコポリアミドであってよい。
【００１７】
　熱可塑性ポリマーは、ポリエステル、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリプ
ロピレンテレフタレート（ＰＰＴ），ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）等、並びに
それらのコポリマー及びそれらのブレンドであってよい。
【００１８】
　さらにより好ましくは、熱可塑性ポリマーは、ポリアミド６、ポリアミド６，６、ポリ
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アミド４、ポリアミド１１、ポリアミド１２、ポリアミド４／６、６／１０、６／１２、
６／３６、１２／１２並びにコポリマー及びそれらのブレンドを含む（コ）ポリアミドの
グループから選択される。
【００１９】
　潤滑剤は、パラフィン、脂肪酸、及び脂肪酸金属塩の混合物である。前記パラフィンは
、純物質又は工業混合物の形態であってもよい。パラフィンは炭化水素油又はワックスで
あってもよい。パラフィンは、一般的に、飽和又は不飽和脂肪族炭化水素をベースとした
化合物であってもよい。前記パラフィンは炭素原子の平均数が２０～５００であることが
有利であり、３０～２００であることがより有利である。
【００２０】
　脂肪酸及び脂肪酸金属塩は飽和でもよく、又は不飽和であってよい。
【００２１】
　本発明に関する文脈上での適切な脂肪酸として、少なくとも１６炭素原子を含む脂肪酸
が挙げられる。前記脂肪酸の例として、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステ
アリン酸、アルギン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸、セロチニン酸（ｓｅｒｏｔｉｎｉｃ
　ａｃｉｄ）、メリシン酸、及びエイコサン酸が挙げられ、ステアリン酸が好ましい。
【００２２】
　脂肪酸は、６～２４の炭素原子を有する一価又は二価のカルボン酸であることが有利で
ある。これらの酸の中で、ペラルゴン酸、マルガリン酸及びテトラデカン二酸（Ｄｏｄｅ
ｃａｎｅｄｉｃａｒｂｏｘｙｌｉｃ ａｃｉｄ）が挙げられる。
【００２３】
　脂肪酸金属塩は、上述した脂肪酸の金属塩であってよい。脂肪酸金属塩の例として、ス
テアリン酸のアルミニウム塩、カルシウム塩、又は亜鉛塩が挙げられる。また、ジステア
リン酸アルミニウム塩、トリステアリン酸アルミニウム塩も挙げられる。
【００２４】
　ポリマーの重量に対する潤滑剤の重量割合は、０．１～５％であることが有利であり、
０．２～２％であることが好ましく、０．５～１．５％であることがより好ましい。前記
割合の選択は、ルーチンな試験によって容易に決定される。
【００２５】
　潤滑剤は様々な形態で溶融状態のポリマーに投入することができる。例えば室温で潤滑
剤が液体の場合には、又は室温で溶融する場合には、液体の形態で投入することができる
。
【００２６】
　また、潤滑剤は固体の形態、例えばマスターバッチの形態で投入することができる。
【００２７】
　本発明に従った潤滑剤、即ち幾つかの成分の混合物において、特定の成分は固体の形態
であってよく、他の成分が液体の形態であってよい。
【００２８】
　潤滑剤は、溶融状態のポリマーに添加剤を投入するための当業者に知られた任意の方法
に従って、溶融状態のポリアミド中に投入される。
【００２９】
　本発明の方法は、特に全ての種類のポリアミド又はポリアミドベースのコポリマーの製
造に関する。前記方法は例えば、カプロラクタム若しくは６－アミノヘキサン酸等のラク
タム若しくはアミノ酸の重合から生じるポリアミドの製造、又はジカルボン酸及びジアミ
ンのモノマーの重合から生じるポリアミドの製造に効果的である。また、前記方法は、ア
ジピン酸及びヘキサメチレンジアミンの縮合に特に効果的である。さらに、前記方法は、
任意のポリアミドベース組成物及びポリアミドベースコポリマーの製造に適している。
【００３０】
　前記ポリマーはマトリックスとしてのポリマーをベースとした組成物の形態であってよ
く、そして、消泡剤等の添加物を含んでもよい。これらの添加物は当業者に知られている
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【００３１】
　更に、本発明の方法の最中に、連鎖制限剤（ｃｈａｉｎ　ｌｉｍｉｔｅｒ）を投入して
もよい。前記連鎖制限剤の例としての意味で、酢酸、安息香酸等が挙げられる。
【００３２】
　また組成物は、例えば二酸化チタン又はスルフィド亜鉛等のマット化剤（ｍａｔｔｉｆ
ｙｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）、熱光安定剤、生物活性のある薬剤、防汚剤（ａｎｔｉ－ｓｏ
ｉｌｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）等、他の化合物を含むことができる。前記リストは網羅的なも
のではない。
【００３３】
　ジカルボン酸及びジアミンのモノマーから出発する重合は、一般的に３つのステップを
含む。第一のステップは、「Ｎ　ｓａｌｔ」として知られる、水中でのカルボキシレート
２アンモニウム塩の濃縮である。該ステップの後に、加圧蒸留フェーズ及び減圧フェーズ
を一般的に含むアミド化（酸及びアミン基の縮合）が続く。その後前記縮合は大気圧下（
又は真空下）で所望の重合度になるまで継続される。この最終ステップはフィニッシング
として知られている。その後前記ポリマーは一般的には成形又は押出成形される。
【００３４】
　ラクタム及びアミノ酸から出発する重合、特にポリアミド６の製造は、以下のステップ
を含むことができる：モノマーを水と混合、及び任意でチェーンリミッターと混合するス
テップ；加熱ステップ；任意で加圧ステップ、その後に減圧ステップ；任意で真空フィニ
ッシングステップ；一般的に得られた生成物の顆粒化ステップ；抽出ステップ；及び乾燥
ステップ。
【００３５】
　ポリエステルを製造するために、重合は、混合ステップ、エステル交換又はエステル化
ステップ、任意で濃縮ステップ及び真空重縮合ステップを含むことができる。
【００３６】
　本発明の方法の１つの特定の実施形態によれば、モノマーを含むＮ　Ｓａｌｔ溶液又は
モノマーを含む液体が含まれる溶融フェーズ中で行われる重縮合を、該方法は含むことが
でき、前記反応は水平軸を有する反応器の低部位中又は筒状の装置中で低速で流れる。従
って重縮合反応は、圧力が約５～３０バール、温度が約２１５～３００℃で行われる。そ
の後前記反応の流れは、フラッシャー、即ち生成物の結晶化を防止するために充分な交換
表面積を有する加熱された筒状装置に通すことによって、大気圧に対して非断熱的に広が
る。前記操作中、材料の流れの中に含まれる残留水は蒸発させる。前記蒸気及び液体の流
れはその後、気体／液体分離機中で分離することができる。フィニッシャー中で所望の程
度の進行度合いが達成できるように、重縮合は大気圧又は減圧下で溶融フェーズ中で継続
される。液相フィニッシング装置中の滞留時間は５分以上が好ましい。
【００３７】
　本発明の方法では、加圧蒸留フェーズ及び減圧フェーズを含むことが有利であり、潤滑
剤は前記加圧蒸留フェーズ後に投入し、前記減圧フェーズ後に投入するのが好ましい。
【００３８】
　本発明の方法の１つの特定の実施形態によれば、前記方法は（フィニッシャーとしても
知られている）フィニッシング装置を含むフィニッシングステップを含み、潤滑剤は前記
フィニッシング装置の出口を出る前で投入される。
【００３９】
　減圧フェーズは、フラッシャーに通過することによって行われることが有利であり、潤
滑剤はフラッシャーの入口で投入されることが有利である。
【００４０】
　本発明の方法の１つの好ましい実施形態によれば、潤滑剤はフィニッシング装置の入口
又は出口で投入される。
【００４１】
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　「フィニッシング装置の出口を出る前」という表現は、フィニッシング装置中に、該装
置が終了する前で潤滑剤の投入が起こることを意味する。
【００４２】
　「フラッシャーの入口で」という表現は、本発明の意味する範囲内では、フラッシャー
に通過させることによって減圧ステップが始まるところで潤滑剤の投入が起こることを意
味する。
【００４３】
　「フィニッシング装置の入口で」という表現は、フィニッシング装置中、該装置の開始
地点で、潤滑剤の投入が起こることを意味すべく理解される。
【００４４】
　「フィニッシング装置の出口で」という表現は、フィニッシング装置中、該装置の終了
地点で、潤滑剤の投入が起こることを意味すべく理解される。
【００４５】
　本発明の方法を実施する際に混合手段を使用することができる。これらの手段は当業者
に既知である。
【００４６】
　潤滑剤を投入したときは、ポリマーの再溶融ステップは行わないことが有利である。
【００４７】
　従って、本発明の方法は、潤滑処理されたポリマー、特に潤滑処理されたポリアミドを
、簡単にかつ経済的に得ることを可能にする。実際、本発明は潤滑処理されたポリマー粒
子、特に潤滑処理されたポリアミドの粒子を、粒子上に潤滑剤を付着させる補助ステップ
なしで得ることを特に可能にする。本発明の方法によって得られる前記ポリマー粒子は既
に潤滑処理されており、そして該粒子は補助潤滑化ステップなしで、直接配合及び／又は
成形することができる。該方法は著しい利点を示す。
【００４８】
　更に、潤滑剤は重合過程中遅く、好ましくはできる限り遅く投入するのが好ましい。こ
のことにより、重合単位の優れた可塑性が得られる：具体的には潤滑剤を遅く添加するこ
とにより、１つの及び同一の重合単位で異なるポリマーグレード（例えば潤滑剤の有無）
の大量生成を継続的に行うことが可能になる。潤滑剤を早く投入すると、生成されるポリ
マーのグレードが変化する最中に設備の汚染が発生し、望ましくない。最後に潤滑剤を遅
く投入することによって重合過程への干渉を制限することができる。
【００４９】
　本発明の方法は連続でもよく又はバッチモードでもよい。本発明の方法は連続的な方法
が好ましい。
【００５０】
　本発明の潤滑処理されたポリマー、特に本発明の潤滑処理されたポリアミドは、糸、繊
維、及び／又はフィラメント、フィルム並びに溶融物体等の物体を製造するために使用す
ることができる。潤滑処理されたポリマーは、重合後固体化及び再溶融の中間ステップな
しで、直接物体へ成形することができる。また、例えば溶融した物体の製造目的又は糸、
繊維、及び／若しくはフィラメントの製造目的等の、続いての最終成形のために再溶融さ
せることを意図して、粒子状に成形することもできる。
【００５１】
　本発明の別の対象は、加圧蒸留フェーズ、減圧フェーズ及びフィニッシング装置を用い
たフィニッシングステップを含み、潤滑剤を加圧蒸留フェーズ後フィニッシング装置出口
前に投入する本発明の方法によって得られる潤滑処理された熱可塑性ポリマーである。
【００５２】
　本発明の潤滑処理されたポリマーは、減圧ステップ後に潤滑剤を投入する本発明の方法
によって得られることが有利である。
【００５３】
　第一のモードによれば、本発明の潤滑処理されたポリマーは、フラッシャーへ通過させ
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ることによって減圧フェーズが行われ、及び潤滑剤がフラッシャーの入口で投入される本
発明の方法によって得ることができる。
【００５４】
　第二のモードによれば、本発明の潤滑処理されたポリマーは、潤滑剤をフィニッシング
装置の入口又は出口で投入する本発明の方法によって得ることができる。
【００５５】
　本発明による潤滑処理した熱可塑性ポリマーは、有利な技術特性、特に低い粘度数をも
っている。９０％ギ酸中５ｇ／Ｌの重量を有するポリアミド溶液で、２５℃での流量時間
の測定に従って定義される粘度数が１０５～１２５ｍｌ／ｇであることが有利である。
【００５６】
　本発明の他の詳細及び利点は以降の実施例の観点からより明らかになっていくであろう
。
【実施例】
【００５７】
　試験はポリマー上で行った。
　第一の試験は、９０％ギ酸中５ｇ／Ｌの重量を有するポリアミド溶液で、２５℃での流
量時間の測定に従った粘度数の測定である。第二の試験はエンドグループの、電位差分析
によるｍｍｏｌ／ｋｇでの濃度測定である。これらの試験は粒子から出発して行われる。
【００５８】
　実施例１
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２８０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。プ
レポリマー及び水蒸気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離
が起こり及び反応が継続されるバーティカルフィニッシャーに運んだ。
【００５９】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
室温で液体のパラフィンをフィニッシャーの入口に投入した。
【００６０】
　フィニッシャーはＰＡ－６，６を７００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。これを撹拌し、
熱移動流体で２８０℃で加熱した。ポリマー中液体パラフィンの混合の一部は、フィニッ
シャー内で行った。ギアポンプにより、液体パラフィンを含有するポリマーは、ダイブロ
ックへ移した。ポンプ下流では、ポリアミド６，６及び該ポリアミド中に分散する潤滑剤
の混合物を、液体パラフィンを有するポリマーに添加した。これらの潤滑剤はステアリン
酸及びステアリン酸アルミニウムであった。
【００６１】
　ダイから出たロッドを冷却し、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融した
部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００６２】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１３５ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。
【００６３】
　実施例２
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２８０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。プ
レポリマー及び水蒸気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離
が起こり及び反応が継続されるバーティカルフィニッシャーに運んだ。
【００６４】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
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液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物をフ
ィニッシャーの入口に投入した。
【００６５】
　フィニッシャーはＰＡ－６，６を７００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。これを撹拌し、
熱移動流体で２８０℃で加熱した。ポリマー中への潤滑剤の混合の一部は、フィニッシャ
ー内で行われた。ギアポンプにより、潤滑剤を含有するポリマーは、ダイブロックに移し
た。
【００６６】
　ダイから出たロッドを冷却し、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融した
部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００６７】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１１８ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。
【００６８】
　実施例３
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２８０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。プ
レポリマー及び水蒸気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離
が起こり及び反応が継続されるバーティカルフィニッシャーへ運んだ。
【００６９】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物をフ
ィニッシャー下流に位置するギアポンプの下流に投入した。
【００７０】
　フィニッシャーはＰＡ－６，６を７００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。これを撹拌し、
熱移動流体で２８０℃で加熱した。ギアポンプにより、潤滑処理されたポリマーは、ダイ
ブロックに移した。
【００７１】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００７２】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１３５ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。
【００７３】
　実施例４
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２５０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。そ
の後、プレポリマーはフラッシャーへ運び、２８０℃に加熱した。プレポリマー及び水蒸
気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離が起こり及び反応が
継続されるホライザンタルフィニッシャーに運んだ。
【００７４】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物をホ
ライザンタルフィニッシャー出口に、上部に位置している開口部を通して投入した。
【００７５】
　フィニッシャーはＰＡ－６，６を９００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。これを撹拌し、
熱移動流体で２８０℃で加熱した。ポリマー中での潤滑剤混合物の分散の一部は、フィニ
ッシャー内で行われた。ギアポンプにより、潤滑剤混合物を含むポリマーは、ダイブロッ
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クに移した。
【００７６】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００７７】
　実施例５
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２５０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。そ
の後、プレポリマーをフラッシャーへ運び、２８０℃に加熱した。プレポリマー及び水蒸
気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離が起こり及び反応が
継続されるホライザンタルフィニッシャーに運んだ。
【００７８】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物をフ
ラッシャー（フィニッシャーの上流に位置する減圧装置）の上流に位置するバルブボック
スを通して投入した。
【００７９】
　フラッシャーはＰＡ６，６を９００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。フラッシャーの下流
で、潤滑処理されたプレポリマーを、縮重合の最終ステップが行われるフィニッシャーへ
投入した。プレポリマー中そしてポリマー中での潤滑剤混合物の均一化はフラッシャー及
びフィニッシャー中で行った。ギアポンプにより、潤滑処理されたポリマーは、ダイブロ
ックに移した。
【００８０】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００８１】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１１０ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。
【００８２】
　実施例６
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。その後濃縮した
ナイロン塩の溶液をバッチモードで稼働する反応器に移した。そして、以下３つのステッ
プに分けられる圧力プロファイルに従って、熱移動流体を用いて徐々に２８０℃まで加熱
した：定圧（蒸留水との反応）、減圧、大気圧（反応の終わり）。重縮合反応が反応器中
で起こった。
【００８３】
　反応器上部に位置するハッチを通して、「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号
８０４２－４７－５）としても知られる液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン
酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物を、大気圧でフィニッシングステップの開始時に投入
した。反応器は撹拌しながら、ＰＡ－６，６を５００ｋｇでのバッチで稼働させた。反応
器中の潤滑剤の混合物の均一化は撹拌によって行った。フィニッシングステップ後、潤滑
処理されたポリマーはダイブロックを経由して押し出した。
【００８４】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００８５】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１２３ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。
【００８６】
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　実施例７
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２５０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。そ
の後、プレポリマーはフラッシャーへ運び、２８０℃に加熱した。プレポリマー及び水蒸
気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離が起こり及び反応が
継続されるホライザンタルフィニッシャーに運んだ。
【００８７】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物を、
フィニッシング装置の入口にあるホライザンタルフィニッシャー上部に位置する開口部を
通して投入した。
【００８８】
　フラッシャーはＰＡ－６，６を９００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。フラッシャーの下
流で、潤滑処理されたプレポリマーを、縮重合の最終ステップが行われるフィニッシャー
へ投入した。プレポリマー中そしてポリマー中での潤滑剤混合物の均一化はフラッシャー
及びフィニッシャー中で行った。ギアポンプにより、潤滑処理されたポリマーは、ダイブ
ロックに移した。
【００８９】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００９０】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１１８ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。そして電位差分析によって測定されるアミンエンドグループ（ＡＥＧ）及びカルボキシ
ルエンドグループ（ＣＥＧ）は、それぞれ３５及び９５ｍｍｏｌ／ｋｇであった。
【００９１】
　実施例８
　ナイロン塩の溶液を幾つかの水を除去するエバポレーターに投入した。従って、その後
濃縮したナイロン塩の溶液を熱移動流体を用いて２５０℃で加熱した筒状の反応器に投入
した。重縮合反応が起こり、除去すべき水をなおも含有するプレポリマーを形成した。そ
の後、プレポリマーはフラッシャーへ運び、２８０℃に加熱した。プレポリマー及び水蒸
気の混合物が形成された。その後、該水蒸気及びプレポリマーの分離が起こり及び反応が
継続されるホライザンタルフィニッシャーに運んだ。
【００９２】
　「ホワイトミネラルオイル」（ＣＡＳ登録番号８０４２－４７－５）としても知られる
液体のパラフィン、ステアリン酸及びステアリン酸アルミニウムを含む潤滑剤混合物を、
（フィニッシャー後の）ポリマー出口パイプの内部にアクセスできるバルブを通して投入
した。
【００９３】
　フラッシャーはＰＡ６，６を９００ｋｇ／ｈの流速で稼動させた。フラッシャーの下流
で、潤滑処理されたプレポリマーを、縮重合の最終ステップが行われるフィニッシャーへ
投入した。プレポリマー中そしてポリマー中の潤滑剤混合物の均一化はフラッシャー及び
フィニッシャー中で行った。ギアポンプにより、潤滑処理されたポリマーは、ダイブロッ
クに移した。
【００９４】
　ダイから出たロッドは冷却して、顆粒化システムを通して切断した。該顆粒は、溶融し
た部品、糸、又は繊維の形態への転換を意図したものである。
【００９５】
　得られたポリマーＰＡ－６，６は、９０％ギ酸中で、１３０ｍｇ／Ｌの粘度数であった
。そして電位差分析によって測定されるアミンエンドグループ（ＡＥＧ）及びカルボキシ
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ルエンドグループ（ＣＥＧ）は、それぞれ３４及び８７ｍｍｏｌ／ｋｇであった。
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